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　私達の生活は周囲を取り巻く空間や環境によって変化す

るのみならず、自身が体感できる知覚の具合によっても変

化する。知覚器官の中でも視覚は得られる情報の90%を占

めており生活する上で必要不可欠な知覚である。そのため

社会は視覚優位の価値観を形成し、その価値観は空間環境

づくりにおいて、重要な要素となっている。軽視されてい

る視覚以外の知覚要素を重視することは空間環境の隠され

た価値や魅力を引き出す可能性があるのではないだろうか。

本計画では視覚障害者の空間認知能力を応用し、視覚以外

の知覚要素の一つである「風」をデザインすることで、風

のサインシステムを計画することと同時に、視覚に依存し

た現在の社会を見直し、知覚を重視した人間らしい生活を

提示する。

【講評】「風」をテーマに建築のストーリーを創り上げた

発想を高く評価したい。今まで建築は誰もが見えるとの前

提でデザインされて来たが、ハンディーを持つ人々も都市

生活者の一員である。自然の風を使い、ふいごのような形

の部屋に風の通り道を作り出し、その風を頼りに人々が歩

く。ホーム毎に導く風の強さが異なり、それで行きたいホ

ームが分るのだと言う。だが、自然風は太陽光より遥かに

制御が難しい。いつも同じ状態で、気持ちの良いサインと

して感じてもらうには、多くの困難な問題があるだろう。

しかし、風から更に、光、音、匂い、温度、触覚等の知覚

を上手くアレンジしたサインシステムに発展させて行けば、

ハンディーの有無に関係なく快い環境が出来上がるのでは

ないかと期待させる、大きな可能性を秘めた作品だ。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　（審査員：安達文宏）
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